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論文審査の要旨

再接着の適応のない指尖部損傷に対しては、動脈皮弁による再建術が行われること

が一般的である。再建された指は実際の日常生活で使えているかどうかは患者立脚

型評価が用いられていることがほとんどであるが、実際行っている生活動作の実'情 と

異なる可能性がある。そこで申請者は、ハンドパフォーマンステストを使用することによ

り客観的機能評価を行い、結果に影響を与える因子を統計学的に特定した。

動脈皮弁術後1年以上経過後に評価できた25症例を対象とした。検討項目は主要

評価項目として患者満足度およびハンドパフォーマンステスト、副次評価項目として知

覚、指関節可動域、 tip pinchを選択した。患者の満足度と反して、受傷指は有意に

パフォーマンスが低下することが明らかとなった。また、 知覚の回復とパフォーマンスが

相関することが統計学的に明らかとなった。

この結果は再建を行う場合の術式選択の有用な指標になり、手の外傷に対する再

建医学の発展につながる有意義な臨床研究で、あると評価され、博士(医 学)の学位に

値すると考える。



参考論文
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。
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